
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
四
号

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
二
十
号
）
第
二
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
七
条
第
五
項
、
第
八
条
第
四
項
及
び
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

（
特
定
建
築
物
）

第
一
条
　
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
に
掲
げ
る
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
延
べ
面
積
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年

政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
床
面
積
の
合
計
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物
及
び
専
ら
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学

校
又
は
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
第
三
号
に
お
い
て
「
第
一
条
学
校
等
」

と
い
う
。
）
の
用
途
に
供
さ
れ
る
建
築
物
で
延
べ
面
積
が
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
と
す
る
。

一
　
興
行
場
、
百
貨
店
、
集
会
場
、
図
書
館
、
博
物
館
、
美
術
館
又
は
遊
技
場

二
　
店
舗
又
は
事
務
所

三
　
第
一
条
学
校
等
以
外
の
学
校
（
研
修
所
を
含
む
。
）

四
　
旅
館

（
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
基
準
）

第
二
条
　
法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
空
気
環
境
の
調
整
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
空
気
調
和
設
備
（
空
気
を
浄
化
し
、
そ
の
温
度
、
湿
度
及
び
流
量
を
調
節
し
て
供
給
（
排
出
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
い
う
。
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
け
て
い
る
場
合
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
居
室
に
お
け
る
次
の
表
の
各
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
が
お
お
む
ね
当
該
各
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
空
気
を
浄
化
し
、
そ
の
温
度
、
湿
度
又
は
流
量
を
調
節

し
て
供
給
を
す
る
こ
と
。

一
　
浮
遊
粉
じ
ん
の
量

空
気
一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
〇
・
一
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

二
　
一
酸
化
炭
素
の
含
有
率

百
万
分
の
六
以
下

三
　
二
酸
化
炭
素
の
含
有
率

百
万
分
の
千
以
下

四
　
温
度

一
　
十
八
度
以
上
二
十
八
度
以
下

二
　
居
室
に
お
け
る
温
度
を
外
気
の
温
度
よ
り
低
く
す
る
場
合
は
、
そ
の
差
を
著
し
く
し
な
い
こ
と
。

五
　
相
対
湿
度

四
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

六
　
気
流

〇
・
五
メ
ー
ト
ル
毎
秒
以
下

七
　
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
量

空
気
一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

ロ
　
機
械
換
気
設
備
（
空
気
を
浄
化
し
、
そ
の
流
量
を
調
節
し
て
供
給
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
い
う
。
）
を
設
け
て
い
る
場
合
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
居
室
に
お
け
る
イ
の
表
の
第
一
号
か
ら
第
三

号
ま
で
、
第
六
号
及
び
第
七
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
が
お
お
む
ね
当
該
各
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
空
気
を
浄
化
し
、
そ
の
流
量
を
調
節
し
て
供
給
を
す
る
こ
と
。

ハ
　
イ
の
表
の
各
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
測
定
の
方
法
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

ニ
　
空
気
調
和
設
備
を
設
け
て
い
る
場
合
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
病
原
体
に
よ
つ
て
居
室
の
内
部
の
空
気
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
　
給
水
及
び
排
水
の
管
理
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
給
水
に
関
す
る
設
備
（
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
九
項
に
規
定
す
る
給
水
装
置
を
除
く
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
け
て
人
の
飲
用
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
目
的
の
た
め
に
水

を
供
給
す
る
場
合
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
水
質
基
準
に
適
合
す
る
水
を
供
給
す
る
こ
と
。

ロ
　
給
水
に
関
す
る
設
備
を
設
け
て
イ
に
規
定
す
る
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
水
を
供
給
す
る
場
合
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
人
の
健
康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

ハ
　
排
水
に
関
す
る
設
備
の
正
常
な
機
能
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
汚
水
の
漏
出
等
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
当
該
設
備
の
補
修
及
び
掃
除
を
行
う
こ
と
。

三
　
清
掃
及
び
ね
ず
み
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
動
物
（
ロ
に
お
い
て
「
ね
ず
み
等
」
と
い
う
。
）
の
防
除
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
掃
除
を
行
い
、
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ
と
。

ロ
　
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ね
ず
み
等
の
発
生
及
び
侵
入
の
防
止
並
び
に
駆
除
を
行
う
こ
と
。

（
手
数
料
）

第
三
条
　
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
技
術
者
免
状
（
以
下
「
免
状
」
と
い
う
。
）
の
交
付
又
は
再
交
付
の
手
数
料
の
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
免
状
の
交
付
　
二
千
三
百
円
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
（
以

下
「
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
二
千
二
百
五
十
円
）

二
　
免
状
の
再
交
付
　
千
九
百
円
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
八
百
円
）
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（
登
録
講
習
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
四
条
　
法
第
七
条
の
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

第
五
条
　
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
技
術
者
試
験
の
受
験
手
数
料
の
額
は
、
一
万
三
千
九
百
円
と
す
る
。

（
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
技
術
者
試
験
委
員
）

第
六
条
　
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
技
術
者
試
験
委
員
（
以
下
「
委
員
」
と
い
う
。
）
の
数
は
、
三
十
人
以
内
と
す
る
。

２
　
委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

３
　
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
五
年
十
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
五
月
一
七
日
政
令
第
一
三
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
七
月
一
八
日
政
令
第
二
二
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
四
月
七
日
政
令
第
一
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
四
月
一
三
日
政
令
第
九
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
二
一
日
政
令
第
二
〇
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
四
月
二
日
政
令
第
七
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
〇
日
政
令
第
四
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
二
日
政
令
第
五
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
一
九
日
政
令
第
三
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
二
四
日
政
令
第
六
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
四
日
政
令
第
五
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
一
七
日
政
令
第
六
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
〇
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
〇
月
一
一
日
政
令
第
三
〇
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
一
九
日
政
令
第
五
三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
益
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
厚
生
労
働
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
一
九
日
政
令
第
四
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
六
月
一
四
日
政
令
第
一
八
三
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
二
月
二
四
日
政
令
第
四
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
政
令
第
一
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
二
月
二
四
日
政
令
第
三
四
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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